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文

三 つ の 旅 行 記

SomersetMaughamと 旅

序 文

TheSummingU肋'及 び0プHumanBonaageに よっ て 明 らか の よ うに,

Maughamは1874年 パ リーに 生 れ た。8才 で 父,10才 で母 を失 い孤 児 とな

り南英 ケ ン ト州 の宣教師 の叔 父に引 と られ た。牧師で あ りなが ら俗人 の叔父

の もとに 不快 な青春時代 を 過 したので あるが,初 め ての 故 国英 国 の生 活 は

Maughamの 脳 裡 に深 く刻 み こまれ た の で あ る。胸 の保養 に南仏に渡 り,恢

復後 ハ イデ ル ベ ル クに 留 学 す る。 ここで過 した 自由な青春時代erkOfHuman

Bondageに 克 明 に 記 され て い る。 後 ロン ドソに戻 り,聖 トマス病 院 付 属 医 学

校 に 入学 す る。産科 の助手 として,様 々な患 者 に接 触 し,赤 裸 々な人 生,人

間 へ の 眼 を 開 かれ る。 ラ ンベ スの貧民窟 で の治療 の体験 か らは じめての長編

LixaofLambethが1897年 誕 生 す る。 後 ヨー ロ ッパ大 陸 を旅行,ス ペ イ ンに

は二 度 も遊 ん だ。1903年 か ら 三 度 目の フ ラ ン スの 生 活 が始 ま り,無 名 作 家

と して極 貧 の ボヘ ミヤ ン生活を送 ったが,よ うや く脚 本 で 成 功 し始 め,1907

年 か ら ロン ドンに戻 った。 第 一 次 大戦の勃 発 とともに軍医 と して フランス戦

線 の各地 に従軍,や が て ス イ ス の 諜 報 機 関 に勤 務(こ の体 験 は 後 の 短 篇 集

Ashenaen・1928と な っ て あ らわ れ る),疲 労 のた め 結 核 を再 発,療 養 す る こ

とに な った。 大 戦 後,療 養 しなが らア メ リカ,タ ヒチ に幾 度 か 旅 行 し,特 命

を うけ て ロシ ヤへ も入 国 したが,病 が 悪 化 し,ス コ ッ トラ ン ドの サ ナ トリュ
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ウムに入院 した。恢復す るとイン ド,マ レ イ,タ イ,中 国,南 洋 諸 島 と前 後

三 回 も極 東 を 訪 れ,世 界 一 周 の大 旅 行 を 繰 り返 した ので ある。第二次大戦 中

は陥落寸前 のパ リーを訪れ た りな ど したが,戦 後 ア メ リカを訪 れ,筆 を断 っ

てか らは 南仏 リヴ ィエ ラ海岸 のVillaMauresqueで1965年 生 涯 の幕 を と じ

る まで 余 生 を送 った。

この よ うに91年 間 の 彼 の生 涯 を 見 て くる と,ま さに 席 の暖 ま るい と ま

の な い旅 の連続であ り,コ ス モ ポ リタ ンの生 活 で あ った と言え る。

旅 を続 けた作家は 多 く見出 され るが,そ の一 人 と してHemingwayを

あげ た い。 彼 は 米 国 中西 部Michigan州 に生 れ,少 年 時 代 か ら狩 猟 や 魚釣 に

ふ け り,父 と イン デ ィア ン部 落 の訪 問 な どを して過 し,水 泳,フ ッ トボ ール

に優 れ た技 能 を示 し,第 一 次 大 戦 の時 は イ タ リア軍 付 と して ヨー ロヅパ戦線

に赴 き,負 傷 を して い る。1921年 パ リー一に渡 り,希 土戦 争 に は報 道 記者 と

して ギ リシ ャ軍 に 従 軍な どし,1924年 か ら パ リー在 住,ス ペ インそ の他 へ

絶 え まな い旅 を重ねexPatriatesと の交 友 を 持 ち文 学 修業 を は じめ た。後 ア

フ リカ旅 行を試み,1936年 スペ イソ内乱 の勃 発 と と もに 政 府軍 を援助,ス

ペ イン と米 国 の 間 を往 復 して活 躍 した。第二次大戦 とな ると再 び中国や ヨー

ロッパに渡 り,大 い に反 フ ァシ ズ ム戦 争 に 協 力 した。 彼の場合 は,こ の現 代

に 生 き て い る限 り否 応 な しに政治的風土 の中に追い込 まれたのであ り,彼 の

求 め て い た もの は,複 雑 な政 治 や 社 会 や 人 間 関 係 を 含む現代文 明社会 に 見出

し難 い,人 間 の根 源的 生 命 力 とで もい うべ きものであ った。

以上 の よ うに見 ることを許 され るな らば,同 じコス モポ リタ ンの生 活 を

続 け て いなが らMaughamとHemingwayの 場 合 とで は,社 会 とか 人間 へ

の取 組 み 方 に 自 ら差違 のあ る ことを認めざるを得 ない。Maughamに は社 会

改 革 へ の積 極 的 な 意 図 な ど毛頭無 い し,政 治 的 色 彩 の濃 い作 品 もな い。 結局

は人生,人 間 に対 す る 画然 と した ア プ ローチの 差違 とい うことにな って く

る。

筆者 は,作 家Maugham及 び 彼 の作 品 を 研 究 す る上 に おい て,三 つ の
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旅行記の持つ位置を考え,こ の作家の創作態度の底流をさぐりたいと思 うの

である。

1.三 つ の 旅 行 記

Maughamは 題材 に 窮す る となげ く 作 家達 を 椰楡す るが如 く,「 私 に は

ひ とつ 得 な と ころが あ る。題材 に不足 した ことがない。書 ききれ ないほ どの

話が,い つ も頭 の中 に あ る。 … …私 は 誰か と一 時間一緒 にいれば,そ の人 に

つ い て,少 くとも読 む に た え る短 篇 小 説 を一つ ぐらい書 く材料 を,必 ず 得 る

こ とが で き る といい た い。心 の中にた くさんの話を持 ってい るので,ど ん な

気 分 の時 で あ ろ う と,一 一二 時 間 の あい だ,一 一週 間 ば か りの 間,ゆ っ く り空 想
くの

す る ことので きる題材が あ るとい うのは楽 しみな ものであ る。 ……」 と豪語

しているが,こ の 自信 の ほ どを 裏 書す るか の ように,彼 の半 世 紀 に わ た る

作 家 生活 へ の訣別 を宣言 した1948年 の 翌年AM7eriter'sNotebookを 出版 して

い る。 これ を見 る と彼 の長篇,短 篇 の材 料 とな って い る メモ に一驚 させ られ

く　　

る。 例 え ば1916年 の メ モ に よ る と,ハ ワ イ旅 行 の 時 出 会 っ た 宣 教 師,Miss

Thompson,宿 屋 に 関 す る 三 つ の 短 い 叙 述 が あ る が,こ の 三 つ が このf乍 家 の

想 像 の 世 界 で 組 合 わ され る と名 篇 「雨 」 が 誕 生 す る の で あ る。 彼 の 作 品 に あ

らわ れ る場 面,人 物 の 多 様 さ を 考 え て み る と,彼 の 豪 語 の あ な が ち 誇 張 で は

な い こ と を 知 ら され る 。 彼 の 旅 は 取 材 の た め で あ っ た こ とは 事 実 で あ る し,

旅 行 記 は そ の メ モ で あ る が,短 篇,長 篇 のsourceと して 研 究 者 に は 貴 重 な

も の で あ る と と もに,そ れ 自体 と して,作 家Maughamを 知 る上 の 拠 り ど

こ ろ とな り う る こ と も事 実 で あ る。

こ の 小 論 で は,OnaChineseSoreen(1922),TheGenthemaninthe.Parloar

(1930)・DonFernanao(1935)の 三 つ を 取 上 げ る が,1905年 に 刊 行 され た

TheLanaoftheBlesseaVirginと い うス ペ イ ン のAndalusia地 方 の 紀 行 が

(1)tl'heSummingし ψ,Chap.23.

(2)∠ 置 研ノrite〆 ε ハJc)tebooh,pp.86-87.
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あ る。 これ は 後 にKnopf社 か ら出 版 の ア メ リカ版 で はAndalusiaと な っ て

い て 内 容 も改 定 され て い る。 作 家23才 の 青 春 の 記 録 で あ る 。 自作 の 最 も厳

しい 批 評 家 で も あ っ たMaughamは こ の 書 を`crudeandgushing'(未 熟

で セ ン チ メ ソ タ ル)で あ った と言 っ て い る し,ス タ イ ル に つ い て は`Ithas

neithereasenorspontaneity.Itsmellsofhot-houseplants.'と 評 して

い る。 別 人 の 作 と しか 思 わ れ な い とMaugham自 身 が 語 っ て い る が,後 の

円 熟 した 旅 行 記 の 片 鱗 は うか が え る し,ま た 人 間 性 の 奇 異 に 対 す る作 者 の 眼

は,ス ペ イ ン人 の うそ つ き の 習 慣 の 分 析 な どに,あ らわ れ て い る。 しか し こ

の 小 論 で は 詳 述 を さ け,主 と して 上 記 の 三 つ に の み ふ れ る こ と に した 。

1.OnaChineseScreen

「印象 に強か った事 どもを ノー トにす る ことに よって,諸 君 は心 の眼 に

群 が り過 ぎゆ く印 象を絶 間ない流れか ら切離 し,諸 君 の記 憶 の裡 に 固定 させ

る こ とが で きる。」 とAWriter'SNoteboohの 序文 で 言 って い る ご と く,メ モ

は この 作 家 の仕 事場 で あ り,必 要 に 応 じて いつ も引 出 す こ とので きる創 作の

材料庫で もあ った。

1920年,太 古 か らの文 化 を持 つ 神秘 の国 に ついてで きるだけ多 くの物を

見,ま た経 験 を豊 か に して くれ る さ まざ まな人に会 お うと思 って中国に旅立

ち,興 味 あ る人 物 や,珍 しい見 聞 を長 篇 一・冊 分 また は短篇物 のい くつかに役

立つだ ろ うと考 えて メモを取 った のであ るが,帰 国 して読 んで み る と,も し

そ れ を一 貫 した物 語 に作 り変 えたな らば失われ るのではないか と思われ るほ

どの生 々 しさを持 ってい るのに気付 き,そ の ま まOnaChineseScreenの 名

で1922年 に 出版 す るに至 った。

彼 の彩 しい作品一 戯 曲30,長 篇20,短 篇90,旅 行 記4の 中 で こ

の作 品 は必 ず しも 彼 の代 表作 とは 言 えないか も知れぬ が,58章 か らな る こ

の旅 行 記 は,巧 まざ る作 家 の一 面 が の ぞ い て いて,作 家 へ の ア プ ロー・チ の鍵

を与 え て くれ る。
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しば しばMaugham研 究者 に よって指 摘 され る ごと く,異 郷 の旅 に あ っ

て の彼 の最大 関心 事 は風土,思 想,慣 習,言 語 な どに は な く,そ こに 生 を営

む 人 間 で あ る。 特 に,こ の作 品 の場 合 は 舞 台 は 中 国 で あ りなが ら実はそ こに

住 む ヨー ロッパ人,こ とに イギ リス人 が 描 か れ てい る。 同 じ英国人が置かれ

たsituationに よって変 貌 す る姿,す な わ ち環 境 の生物 の考 え方 が 実証 され

てい る。 この傾 向はAhKing(1933)の 場 合 もま った く同 じで,異 国 の生 活
くの

の白人に及ぼす影響 を描 こ うと したのであ る。英国 の作家に とって同国人 の

ことを知 るの さえ容易でない。 ア メ リカ人,フ ラン ス人,ド イ ツ人 を親 し く

知 る こ とは不 可 能 である。 ま してや皮膚 の色 のちが う人種 については何が知

る ことがで きるか疑わ しい。 この ことを 誰 よりも知 っていたMaughamの

主題 が限 定 され て くるの は 当然 と言 うべ きであろ う。

Maughamの 人 間 観 一 人 の人 間 の うちに撞 着 す る属性 の共存の考え

方 は随所に あ らわれ る。ThePhilosopher,TheCabinetMinister,The

NormalManな どに この 人 間 観 が うか が え る。 ど うに もな らぬ 大宇宙 の中

で,こ の世 の 些 事 に 押 し 流 され る 人 間 の 哀感 は,TheVice-Consul,The

Taipan,Fear,TheBeastofBurden,TheSongoftheRiverの 中 で描 出

され て い るが,人 間 の もが き とは 関 係 な く流 れ 行 く現実 と対 比 され た人間の

空 しさ,し か しそ の人 間 こそ興 味 つ きな い存在 なのだ とす る肯定的態度が う

かがわれ る。

くの

Maughamが`enigmatic'の 評 を得 る 所 以 は何 か。 信 頼 と疑 惑 ,憧 憬

と虚 無,冷 笑 と微 笑 とい う矛盾 の 中 に こそ真 の彼 の姿があ るのではなか ろ う

か。 ニヒルな一面 のある ことは 否定 で きない。OfHumanBonaageに あ ら

わ れ るPersianrugの 人 生観 一 人 生 は 帰 す る所 一 枚 の ペ ルシ ャ絨毯 の よ

うな もので,さ まざ まな 絵模 様 を織 りな して い るけれ ども,た だ そ れ だ け の

こ とで 織 る こ と自体 には何 の意味 もない とい う考 え方 はた しかに ニ ヒ リズ ム

(3)AhKin8,Preface.

(4)RichardA・Cordell,SomersetMa"gham,Chap.2.
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か も知れ ない。 しか しどこまで も沈潜 して救 いのない ニヒ リズムとは考え ら

れ ない。彼は 「自分 は人生 の模様 をつ くりたか ったのだ。その中で書 くこと

も本質的な 要素ではあ るが,人 間本 来 の あ らゆ る 他 の活動 もふ くみ,最 後

には 完 全 な 終 りと して 死 が仕 上げす る ような 模様 であ る。」 と語 っている如

く,cynica】 な も し くはironicalな 表 現 を と りなが らも,人 生,人 間 へ の肯

定 的 な態 度 を持 って いた と言 うべ きであろ う。 この よ うな彼の視点 は,The

Stripling,TheSongoftheRiver,ThePlain,TheFragment等 に あ らわ

れ て い る。
くの

Cordellも 指摘 している如 く,作 者は事実を歪曲 した り,疑 した りなど

せず見た り感 じた りしたことを忠実に報告 している点をあげねばなるまい。

美 しいものと同時に醜いもの,親 切さと同 じく残酷さも記述 されている。彼

が東洋の島 々やマレイで発見 したように,東 洋の生活は,植 民地の人間の最

悪の特質 不寛容,地 方的偏見,も ったいぶ りを引出 している。 この書に

出て くる英国人はほとんどいや らしさに満ちた姿で描かれる。中国の芸術に

も装飾にも無知な 一婦人は 彼女の居間をTunbridgeWellsの 絢燗たる部屋

を模倣 してこしらえている。植民者たちのはげ しい倦怠 と嫉妬は うんざ りす

るような 晩餐会であらわれる。 大言壮語す る社会的,政 治的な 自由主義者

は,不 注意な人力車引きの少年を蹴とば し罵 るのである。若い医者の宣教師

は,ひ と財産 こしらえるために,理 想主義を放棄する。煙草会社の役人は自

分の周囲の華やかな,活 気ある生活に 目をとじて,余 暇をアメリカの冒険雑

誌を読んでつぶす。環境の支配を うけた紳士の国の人々の変貌が,リ アリス

テ ィックに語 られている。

2.TheGentlemaninthePariour

1930年 はMaugham56才 の時 で あ り,作 家 と して 油 の の りきった 時 で

あ った と言 える。彼 自身最 も愛 す る作品である長篇CakesandAleが 出版 さ

(5)Ibid.,p.217.
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れてい る し,最 後 のdrawing-roomcomedyで あ るTheBγeaaooinnerが 上演

され て い る し,そ の上 作 者 お気 に 入 りのTheGentlemavaintheParlourの 出

た年 で もあ った。 彼 は 内 容 は勿論,文 章 に意 を注 いだ ので あ る。T7avelBoohs

の序 文 で 「も しあ な た が 言葉 とい うもの 自体 が好 きで あ り,自 分 の気 に 入 る

言葉 を,美 の効 果 を あげ る よ うに順 序 よ くつな ぎあわせ ることが楽 しい と し

た ら,随 筆 また は旅 行 記 が,一 つ の機 会 を 与 え て くれ る。」 と語 っているが,

そ の実 験 を して い るのが この旅 行記で ある。例 えば美文調の息 の長い 自然描

写,起 承転 結 の 整 った短 篇,人 物 の戯 画,ユ ー モ ラ スな エ ピ ソ ー ド,そ れ に

恐 ら く彼 の唯一 の 童話 で あ るPrillcessSeptemberま で実 に多 彩 で あ る。一

貫 して流 れ てい るのは作者 の貧欲 なまで の人間への関心 で,ア ソ コー ル ・ワ

ヅ トの建 築様 式 の 中においては,人 間 の営 み の 図 に注 目 し,人 間 の 生活 は千

年 間 少 しも変 って いない と感嘆す る。 この旅 行で も著者 は興味あ る人間の蒐

集に終始 してい ると言 って も過言では ない。彼に とって最 も印象的な もの,

最 も畏 れ を い だ か しめ る古 代 のmonumentは,寺 で もな く,砦 で もな く,

大 き な城壁 で もな く,人 間 で あ った の で あ る。

この旅 行 記は イン ドシナ半 島旅行 の記録で,ピ ル マの ラン グ ー ンを起 点

と して イラワジ河をパガ ン経 由で渡 り,マ ン ダ レーに行 き,ロ バ の 背 に 乗 っ

て シ ャン州 に 入 り,サ ル ウ ィン河 を 渡 っ て シ ャム(タ イ)を 訪ね る。 バ ン コ

クか らカン ボ ジ アの アン コール ・ワッ トの見物 に行 く。そ こか らメコン河を

下 ってサ イゴン着。 さ らにアンナン(ベ トナ ム)の 首 都 土 工,車 で ハ ノイ,

ハ イ フ ォソ まで北 上 す る。 数 週 間 も ロバの 背 にゆ られ て,ジ ャン グ ルを行

進,こ の広 い半 島 をか な り広 範 囲 に廻 ったので ある。

イラワジ河をパガ ンに上 る船中でHazlit七 の選 集 を 開 き,そ の明解,簡

潔 な文 体 に読 み耽 け る うちに,OnGoingaJourneyと い う一 篇 に 出 くわす

が,そ の中 に この表 題 のTheGentlemanintheParlourを 見 出 す の で あ

る。

一 二 のMaughamら しい 観察 を述 べ てみ よ う。 サ イゴンに着 き,ア ン
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ナンのユエへの旅 の所で,植 民 地 の 原住 民 に対 す る フ ラソ ス人の態度 には,

イギ リス人 の場 合 と違 い の あ る ことを認 め る。 フランス人は 自分の偏見 を原

住民に注入 し,パ リーは世 界 の中 心 で あ り,フ ラン ス外 に は芸 術 も文 化 も科

学 もない と信 じさせ る。 しか し普通の生活 では,原 住 民 も 自分 と苦楽 を共 に

す る人 間 と感 じ,共 に飲 食 し,共 に 遊 ぶ 。 ビル マ人 は イギ リス人を尊敬す る

だけで あるが,ア ソナ ン人 は フ ラソ ス人 を賞 讃 す る。やが て 自由を取戻 した

あかつ き,こ れ らの感 情 の いず れ が よい 実 をむすぶかを見 るのは興味深い と

言 ってい る。

香港 へ出帆 の前 日,浮 浪 者 風 の イギ リス人 の 訪問 を うけ る。 ロソ ドンの

聖 トマス病院付属 医学校 でMaughamと 同級 生 で あbた こ とが わか る。 女 に

身 を くず し退校 した人間であ った。そ の後中国に渡 り,中 国 の税 関 吏 とな り

阿 片 密輸 の取 締 りを していたのであ る。彼 の家を訪ね てみ ると,原 住 民 の女

と結 婚 し,子 供 も一 人 も うけ,五 年 間 も住 んで い る ので あ った 。税関吏 と し

て二 十年間働 き,小 金 を貯 め て英 国 に戻 ってみ る と英国は まった く異 国 とな

っていて,再 び 中 国に 帰 る決 意 を す る。 上 海 への途中,ハ イ フォ ンに上 陸 原

住 民 の女 と一 夜 をあかすが,そ れ が現 在 の妻 で あ った 。 今 一 歩の所 で中国に

た どりつけない。 中国は今彼に残 され た唯一 の夢で あったが,そ の夢 に挑 め

ず 沈 潜 して しま った ので ある。

この旅 行記は,ト ピ ックが 多 岐 に わた っ て 澄刺 と してい る。 描写,会

話,哲 理,さ らに幻 想で さえ もが た くみ に混 り合 ってい る。 ユ ーモア,ト ラ

ン プのひ と り遊 び,帝 国主 義,食 料,悪 の正 当化,イ ギ リス の散 文 な どの よ

うな問 題 に つい ての肩 の こ らないエ ッセイが ある。

OnaChineseScreenよ りも 入 念 な規 模,明 確 な型 に は ま る形 式 を 求 め

てい る。旅行 の経過を忠実 に追い,前 者 の如 く断 言的 で な い。 しか し依然 と

して彼 の興味 の対 象が人間であ った ことを認め ざるを得ない。 この書物 はあ
く　ラ

くまで も楽 しみ を もって書かれてあ り,ス タ イル の実 験場 で もあ った とい う

(6)TheGentlemani7ZthePa71nuγ,P.vii.
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意味で,研 究者 の注意に値す る作品の一つと言えよう。

3.DonFernanClo

(9)

Maughamの スペ イ ソに対 す る興 味 は,か な り昔 に さか のぼ り,そ れ が

TheLana(ゾtheBlesseaVirginと な って刊 行 され た こ とは前 述 の通 りで あ

る。前後13回 に わ た り スペ イ ソ旅 行 が 試 み られた ことか ら,こ の作 者 の ス

ペ イ ンへ の関 心 が いかに強烈 であ ったかが想像で きる。

今 日Maugham研 究者 に 多大 の示 唆 を 与 え てい る この書 も,あ ま り多 く

の読 者 を もた な か った。 理 由は,16世 紀 の スペ インの 所 謂 黄 金 時 代 に 関す

る書物 を読 みたが る人 は,き わ め て 少 な か った こ とに よる。 初版 は1935年

で あ るが,DesmondMacCarthy,RaymondMortimer,GrahamGreene等

の批 評 を 参 考 に,改 版 した。 同書 の序 文 に は 「作 者が 自分に とって役 立てる

ことので きる,自 作 の批 評 に ぶ つ か った た め しは めったに ない。せ っか く利

用 で きるのに,利 用 しな い の は 愚 の骨 頂 で あ る。」 と記 され てい るが,一 つ

は多 くはす で に 他 の本 に述 べ られた ことと指摘 され た事項,第 二 に は 当時 英

国 の旅 行 者 た ち に スペ インの語句を教 える 目的で書 いた会話の部分 が省略 さ

れ たので あった。彼 はスペ インを舞台に した小説 を計画 してお り,ス ペ イ ン

語 で 二 百 冊 の本 を読 み 完 成を志 したが,つ いに 実 らな か った と 言 って い る

が,そ の研 究 が1)onFernanaoと な り,ま た そ の一 部 を 用 い て二 十年 後 に,

最後 の小 説Cαtalina(1948)を 書 い て い る。1930年 にCakesanaAleが 出,

1938年 にTheSummingUPが 出 て い る こ とを 考 え あ わせ てみ れば,完 成 期

に到 達 したMaughamの 探 究 の 鍵 が 蔵 され て い る とい う事がで きる。 文体

自身 も,口 語 体 に時 々古 め か しい 単語 を交 え,常 套 句 を 用 い た美 文 で あ る。

DonFernandoは,セ ビ リア滞 在 中,彼 が 出入 して い た 居 酒 屋 の主 人

で,こ の 男か ら 一 冊 の古 本 を 買 わ され る。 実はそれが イエズス会 の創始者

19na七iusLoyolaの 伝記 で あ った。 小 姓,兵 隊,学 者,社 会 改 革 者,教 育 者 な

どを経 て聖 者 とな った この人物が伝記的 に述べ られ てい る。 特 に`Spiritual
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Exercises'(霊 操)の 内容 が 詳 述 され て い る。Cordellは 作 者 の 意 図 が,黄 金

時 代 の スペ イ ンの 日常 生 活,芸 術,交 学,演 劇,変 った 人物,宗 教 の描 写 に

あ った の だ か ら,イ エズ ス会 士 の 宗 教 的 な著 書 の 分析な ど しなか った方 が
の

よか ったのでは ないか と評 してい る。 た しかには じめ の部分のか な りの頁 に

わた るこの叙述か ら,多 くの読 者 が 倦 怠 を 覚 え る とい うことは 否定で きな

い。無宗教 とも言え る作者が,こ の カ トリヅクの聖 者 の克 明 な 描写 に全巻 の

ほぼ三 分の一 の頁 を 何故 さいたか の 疑問が持たれ る。 名門の家柄 に 生れ た

IgnatiusRoyolaが 武 芸 の修 練 に 専心,フ ラン ス軍 との 戦 い で傷 つ き,恢 復

期 に あ った時 接 した キ リス トー 生に関す るもの と 「聖 な る花 」 とい う聖人 の

物 語に よって,キ リス トの道 に従 う決 心 をす る過程が,小 説 家Maughamの

人 間探 究 の ア ン テナ に 触 れ た とみ るのが妥当であ ろ う。

話 題 はpicaresquenovel(悪 漢 小 説)に 移 る。VincenteEspinelや

MateoAlemanを 語 り,更 にCervantesを 論 じ,劇 作 家LopedeVegaに'

及 ぶ。 悪 漢 小 説 の扱 い か た も,文 学 史 的 な意 味 を 述べ るの で な く,そ こに あ

らわ され た下 層 社 会 の赤 裸 々な人間性に対す る興味が語 られてい る。 スペ イ

ンがMaughamの 心 を捉 え てや まな い の は,人 間 に とっ て 最 も本 質 的 な し

か も相反す る要素一 物質的な もの と精神的 な もの,現 実 的 傾 向 と空 想的 傾

向,実 存 性 と神 秘 思想 が強 烈 に感 じ られ るこ とにあ ると言える。

DonFernandoの 九 章 は 画 家ElGrecoに 当 て られ て い る。 彼 はEl

Grecoが 古 今 に わた る最 大 な 画 家 の一 人 である と し,そ の 作 品 「オ ル ガ ス伯

の埋 葬 」 は世界 の傑作の一 つであ ると激賞す る。今 日彼 が生 きてい るとすれ

ば,Bracque,Picasso・FernandL69erに 比 す べ き作 品 を 画 くで あ ろ うと も

言 ってい る。ElGrec・ に ひ か れ る所 以 は作 品 の う しろにあ る個 性だ と し,

そ の個 性か ら出 る最 も真 剣 な 感情 を,カ ンバ スに塗 る色 彩 の 中に あ らわ した

と している。 もう一 つの注 目すべ き点は,芸 術 に対 す る彼 の視 点 で あ る。芸

術 家は,水 が低 い所 へ流 れ て 行 か ざ るを えない ように,も の を創 造 せ ざ るを

(7)CordeU,ibid.,P.223.
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得ない。それは 自分の魂 にかか る重荷か らの解放で ある。それは無限 の喜 び

を持つ精神 の修行であ り,そ れ に,そ れ 自身 喜 び を感 じる 力 の意識 が伴 う。

制作 に よってそれを果 した時 には,芸 術 家 は,他 には 得 られ ない解 放 感 を味

う。 そ の甘美な瞬 間に,平 静 な心 を得 て 憩 うこ とが で き る。 画家が描 くも

の,あ るいは 作 家 が 書 くもの は,自 分 自身 の経 験 で あ る。 だか ら芸術至上主

義を奉 じる者 が,芸 術 には 道徳 的価 値 は な い と主 張 したのは正 しか った のだ

と言っている。換言すれば,創 作 の経 験 と表 現 は,創 作 者 に と って どん な重

大 な意 味 を持 と うと,他 の者 に は価 値 が な い。 も し価 値 あ りとすれば,そ の

創 作 に よって外 面 化 せ ざ るを 得なか った作者 の個性に対 す る興味 とい うべ き

であ ると考えているのであ る。 しか しMaughamは 人 間 と して のElGreco

へ は 厳 しい批 判 を忘 れ て い な い。 彼は情熱的 で空想的で ある。 うぬぼれが強

く,非 常 に お しゃべ りで,機 知 に 富み,演 技 的 で あ る。 深 い洞 察 力 と鋭 敏 な

感受性に よって,物 の 底 に 透 徹 す る こ とが で き る と して も,持 前 の軽 薄 さ

で,彼 が そ こか ら取 出す もの は,貴 重 な宝 石 で はな く,ピ カ ピカ した 装飾 品

で あ る。 彼 は創意に乏 しいが,見 事 な彩飾 に す ば ら しい才 能 を発揮す る。彼

は活 力 と光彩 を有 してい るが,力 強 さを 示 す こ とは 少 な い。 ひ と り離れ て,

皮 肉 な態 度 で 岸 辺 に 借三み,人 生 の河 が 流 れ てゆ くの を見 つ めている。彼は意

見 とい うものは偏 見にす ぎない と思 い こんで いる等 々そ の欠陥 を挙げ てい る

が,ElGrecoと してわ れ わ れ を驚 かす し,事 実 多 くの特 質 を持 ち,そ こに

偉 大 さの秘 密 を 見 出 して い る。

Maughamの 眼 は 「悲 痛 な面 持 を した騎 士 」 であ るとともにサ ンチ ョ ・

パ ンザで もあった スペ イン人,ア メ リカ大 陸 の 国 々を征 服 しなが ら,飢 え て

い た 国民,理 想 主i義的,神 秘 主 義 的 で あ る と と もに冷 笑 的,現 実 的 で あ った

人間 性 に そ そ が れ てい る。

「彼等 の卓越 性は,た しか にす ば ら しか った,だ が そ れ は 別 の 方面 に あ

った のだ 。それは性格の卓越性で あった。 この点においては,ス ペ イ ン人 は

いか な る国民 に も劣 ることが ない。わず か古代 の ローマ人が匹 敵す るぐ らい
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だ と私 は思 う。 この力強 い民族 のすべ ての精 力,す べ て の独 自性 は,一 つ の

目的,た だ一 つ の 目的 に 向 け られ て いた よ うに思われ る,つ ま り人 間 の創造

で あ る。 彼等 が優れ てい るのは,芸 術 に おい てで は な い,む しろ芸 術 よ りも

偉 大 な もの に お いて 優れ ていたのだ一一 す なわち 人間に おいて。」 とい う結

びに この一 書を世に送 った意味が明示 され ている とともに,彼 の創 作 態 度 の

源 流 を 見 る感 じがす るのであ る。聖19natius,ElGreco,聖 女Teresaの 個 性

が,よ しん ば そ こに い くた の矛 盾 を は らんで いた と して も,作 家Maugham

の琴 線 に ふれ る ものを 与 えた こ とは疑 うべ くもない。

II.SomersetMaughamと 旅

特命を帯びて ロシア に 渡 ったMaughamは 不 幸 に して 結 核 が 再 発,

ScotlandやSt.Moritzの サ ナ トリュ ウムで 闘病 生 活 に 入 ったが,二 年 が 経

過 し全 快 した時,未 知 の 国民 の生 活風 俗 に対 す る好奇心か ら中国旅 行に出発

した。TheSummingUpの 五 十 五 章 に 「わ た しは 旅 行 に よって 得 ることの

で きる独特 の利益 を知 った。それ よ り以前 は単 な る本能的 な気持だ ったので

あ る。 この利益 とは,一 方 に お い て魂 の 自由で あ り,一 方 に お い ては,わ た

しの 目的 に役 立 つ時 もあ ろ うと思 われ る,あ らゆ る種 類 の人物 の蒐 集 で あ っ

た。 その後 も,わ た しは,多 くの 国 々を旅 行 した。 定 期 船,不 定 期 船,帆 船

で,十 指 に あ ま る太 洋 を 渡 り,汽 車 で,橋 で,徒 歩 で,馬 で 旅 行 した 。 そ し

て 性 格 や 奇癖 や,個 性 に,た えず 注 意 して いた 。」 と言 い,さ らに 「わ た し

は あ ま り見物 は しなか った。世界 中の大観光地には,あ ま りに 多 くの 随 喜 の

涙 が 注 が れ てい るので,わ た しは そ う した ものに 直 面 して も,あ ま り随 喜 渇

仰 す る こ とが で きなか った。果樹 の間に こ じんま り重 な りあ ってい る木造の

家 とか,コ コナ ッツに縁 ど られ た 小湾 の 曲線 とか,道 端 の竹 林 とか,平 凡 な

ものが 好 きだ った。 わ た しの 興味 は人間 と,彼 等 が送 って い る 生 活 に あ っ

た 。」 と自分 の旅 の 述懐を してい る。 ここで も,彼 のあ くな き人 間探 究 と創
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作に役立て るための取材旅 行であ った ことが判 る。旅 行 自身 に対す る好奇心

か ら,ま た役 立 ちそ うな題 材 の仕 入れ のため の旅 行ではあ ったが,旅 行 の経

験 が 彼 の 性格 を徐 々に 形 づ くって きている ことに気付 くのである。文学者 と

して退屈 な生活を してい る うちにいつ しか 出来上 りつつあ った円満 さが,圭

角 を取 戻 した とい うこ とで あ った。

勿論,彼 の旅 に は別 の一 面 の あ る こ とも忘れ てはなる まい。 ロシア旅行

を志す動機 となった倦怠感解消 の旅であ る。創作 家 と しての成功,そ の成 功

の もた ら した優 雅 な生 活,社 交 界,素 晴 しい晩 餐 会,華 や か な舞 踏会,機 知

あふ れ る人 間 た ち との交 際,生 活 の保 証 と気楽 さが彼 を窒 息 に追い こんでい

た。 当然 の結果 として,遠 い 国へ旅 で も した ら,自 分 を一 新 で き るか も知 れ

な い とい う心境 にな り,ロ シア とい う巨大 な 国 の情 緒 と神秘にひた る決心 を

してい る。

この ようなelmuiか らの 脱 出 の旅 も あ った に しろ,あ くまで も小 説 家

と して の取 材旅 行で あった ことは否 めない事実 であ る。Avariter'SNotebooh

の 中 の 取材 メモ,及 び そ れ を も とに して書 か れ て いる多 くの作 品を照合 して

み るとき,彼 の旅 は,異 った風 土 の上 に 展 開 され てい るもろ もろの人間 の生

態 こそ が,唯 一 の狙 い で あ った こ とは想{象に 難 くない。 知 り合 い に なれ ば 自

分 の体験を豊 かに して くれ る種類 の人 々 との出会 いを期待 し,そ の期 待 は 実

現 され て い る。

彼 は 自分 の作品にたえず新 しさを求め,衰 えを 防 い で非 常 な 努 力を 払 っ

た 作 家で ある。 作品のみ な らず,現 実 の生 活 に も無 気 力 を排 除 し,張 りの あ

る生 き方 を 求 め た 。 惰 性 に陥 らぬ生活を求めて,冒 険,旅 行 を渇 望 し,そ れ

が 未 知 の国 へ の旅 とな った ので あ る。

OnaChineseScreenの 序 文 に 「一 生 涯 に一 度 しか逢 え ない よ うな人 と

い うものは,決 して退 屈 な もので は ない。 そ の人が どんな種類 の人間だ ろ う

か と推量 した り,以 前 に遭 遇 した他 の連 中 と較 べ てみた りす るのは,な か な

か興 のつ きな い もの だ。 た いてい人間 とい うものは少数 の変種 のタイプに 自

亀
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ら分類 され る ものだか ら,初 対 面 の 人 を見 て も,待 ち も うけ て い た特 徴 や 癖

を 認 め る楽 しみが味わ えるわけであ る。そ してあ る画家の描 いた画面が先入

主 とな っていて,そ こか らあ な た が,す で に 知 っ て いた と思 う よ うな 自然 界

のあ る効果 を,時 々見 か け るの と同 じよ うに,小 説 か 何か で読 ん だ こ との あ

る人物 に現実世界で行 きあた る場 合 もあるのであ る。」 とい う言葉 の中に も,

旅 に お い て接 す る人 間 へ 取組 む 作者 の姿勢が 明瞭に表 現 され てい る。

1)onFemandoでEIGrecoを 激 賞 して い る ことは 前述 の 通 りであ る

が,芸 術 家 の個 性 とい うことを強 張 している。 ある芸術作品が,強 力 な感 情

を与 え た あ とで は,食 べ て しま った美 味 の 食品 の如 く,も う一 度 そ れ を 捉 え

る こ とは で きない。た だ残 ってい るのは,作 品 の う しろ に あ る個 性 で,あ る

人 々に は,そ れ が,芸 術 家 の作 品 に対 す る大 き な興 味 とい うことになる。人

間は複雑極 まる もので,そ の芸 術 家 の作 品 を す っか り呑 み こんであ とに も,

な お続 く興 味 とな っ てい る とい うことを言 ってい るが,作 家 自身 の個 性 とい

うこ とを 常 に 意識 していたMaughamの 態 度 が,ElGrecoを 評す るに あ た

って 出 て きた と言 え る。そ してそ の個性の形 成に果す旅 の意味 を例証す る一

つのエ ピソー ドにふれ たい と思 う。

それ は1951年10月24日,Londonで 催 され たNationalBookLeague

の年 次 講 演 会 で 行 った`AWriter'sPointofView'(作 家 の 立場)と い う

講 演 で あ る。 非常 に ユ ー モ ラスな話 し運び とな ってい るが,彼 の文 学 及 び 作

家 とい うもの の見 方が如実に示 され ていて注 目に値す る。 ボス トン在住でハ

ーバ ー ド大学 を出た作家志望 の息子 を持 った 母親 との手紙 のや りと りが語 ら

れ る。Maughamは 「息 子 さん に 向 う五年 間,年 五 千 ドルず つ や っ て勝 手 に

しな さい とおっ しゃるんです ね。」 と答えてや る。 結局何 回か の 手紙の往復

の結果,母 親 か ら息 子 は 小説 家 を断 念 して証券会社 に入った ことを知 らして

くるので あるが,こ の エ ピ ソー ドを も とに,小 説 家 に と って は個 性 は 商売 道

具 み たいなもので,こ れ を作 りあげ るた め に 細心 の 努力がい る。経験 が こち

らへや って くるのを 待 ってい るので な く,自 分 か ら 探 しに 出か けね ば な ら

の
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ぬ 。 芸 術 や 文 学 に つ い て,た だ 撫 で ま わ した と い う に と ど ま らぬ 知 識 を 持 た

な け れ ば,個 性 の 完 成 な ど あ り得 な い と語 っ て い る こ と か ら も,彼 の 試 み た

旅 は,よ しん ば 小 説 の 取 材 の た め で あ っ た と して も,作 家 の 個 性 の 密 度 を 高

め る 目 的 で で も あ っ た と 認 め ざ る を 得 な い 。

こ の 小 論 を 結 ぶ に あ た っ て,M・K.Naikのtravelbooksに 関 す る 見 解

を 紹 介 して お こ う。Manghamの 旅 行 記 は,彼 自 身 の 性 格 の 二 面 す な わ ち 皮

肉 と 同 情 の 不 可 思 議 な 混 合 が 現 わ れ て い る し,な か ん つ く,中 国 に ビ ル マ に

ス ペ イ ン にMaughamと と も に 旅 す る 読 者 は 退 屈 す る こ と を 知 ら な い,何

故 な ら ば,彼 の 側 に は も う一 人 の 人 間 が つ き そ う て い る 。 そ の も う一 人 の 人

間 と は 所 謂 メ レ デ ィ ス 流 の"ComicSpirit"で あ る と い う 。

Forthestuden七 〇fMaugham,thetravelbooksthrowan

interestingsidelightontheenigmaticmixtureofcynicismand

sympathyinhim,because,inthem,thereadertravelsthrough

thelandofMaugham'sliterarypersonality,andwhatheobserves

hereremindshimofmanyfamiliarsightsandlandmarksthathe

hasa}readyseenin七henovelsandplays.Abovea11,thereis

notadullmomentforthereaderwhotravelswithMaugham,

whethertoChinaorBurmaorSpain,forthereisa"七hi・dwho

walksalways,,withhim.The"third"isnoneotherthan

Meredith'sComicSpiritwhichlooks"humanelymalign"and

(8)
casts"anobliquelight"onthemotleycrowditsurveys.
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